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１．委員の指摘及び提言概要 

深海性魚類については想定以上の成果が得られていると評価する。研究目標は十分達成しつつあ

る。成果として、Ann Revが出されている点は、高く評価したい。環境DNAを使った水産資源の評価

などもやられており、深海での特異性など、研究の意義をさらにしっかりとアピールする必要があ

るだろう。モニタリングを継続する場合の指標をどのようにするかのデザインが必要。eDNA による

モニタリングには、圧倒的なメリットがあると同時に、本質的なデメリットについても考察してお

いていただきたい。 

 

２．採点結果 
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